
　

今
回
で
33
回
目
を
迎
え
る
亀
山
市
関
宿

納
涼
花
火
大
会
を
去
る
、8
月
22
日（
土
）

鈴
鹿
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

主
催
の（
一
社
）亀
山
市
観
光
協
会
と
主

管
で
あ
る
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
実

行
委
員
会
が
安
心
・
安
全
で
魅
力
的
な
花

火
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
念
頭
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
年
も
打
上
開
始
時
に
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、最

初
の
花
火
が
打
ち
上
が
る
と
同
時
に
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、恒
例
と
な
り
ま
し
た
亀
山
高
校

吹
奏
楽
部
と
の
共
演
で
は
、高
校
生
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
音

楽
と
花
火
が
織
り
な
す
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
、会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
に

達
し
、夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
る
花
火
と
迫

力
あ
る
演
奏
が
一
体
と
な
っ
た
幻
想
的
な

演
出
に
、多
く
の
来
場
者
が
魅
了
さ
れ
、亀

山
市
最
後
の
夏
の
風
物
詩
を
存
分
に
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
を
終
え
て
、櫻
井
実
行
委
員

長
は「
今
年
も
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
方
々
、協
賛

い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
の
多
大
な
る

ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
よ
り
１
ヵ
月
間
、市
内
19
事

業
所（
26
講
座
）で
開
催
さ
れ
た「
第
14
回

亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
」は
延
べ
約
300
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、盛
況
裡
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

次
回
の
亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
は
令
和
９
年
２

月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。ま
た
、新
た
に

ま
ち
ゼ
ミ
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

お
店
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、折
込

の
ま
ち
ゼ
ミ
研
修
会
の
ご
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
員
入
会
紹
介
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

当
所
で
は
、地
域
課
題
の
解
決
や
中
小
・

小
規
模
事
業
者
育
成
の
た
め
、金
融
・
税

務
・
労
務
等
の
基
礎
的
支
援
や
情
報
化
、地

域
資
源
活
用
、商
工
業
振
興
等
、地
域
に
根

ざ
し
た
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

亀
山
市
内
で
事
業
を
営
む
商
工
業
者
の

方
で
し
た
ら
、個
人
・
法
人
・
団
体
及
び
規

模
・
業
種
を
問
わ
ず
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
会
費
は
、個
人
８
，０
０
０
円
以
上
、

法
人
１
３
，０
０
０
円
以
上
で
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
お
取
引
先
・
お
知
り
合

い
で
ま
だ
ご
入
会
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

事
業
所
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。
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去
る
7
月
24
日（
金
）亀
山
商
工
会
館
に

て
、亀
山
警
察
署 
交
通
課
長
の
山
本 

麻

美 

様
を
講
師
に
お
招
き
し
、交
通
運
輸
部

会（
部
会
長 

豊
田 
知
生 
氏
）主
催
に
よ
る
、

「
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、運
送
業
や
製
造
業
の
事
業
所

を
中
心
に
16
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、令
和
8
年
4
月
か
ら

の
改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、自
転
車
の

交
通
違
反
に
対
す
る「
青
切
符
」に
よ
る
取

締
り
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、亀
山
市

に
お
け
る
交
通
事
例
や
指
導
・
取
締
り
の

現
状
に
つ
い
て
、説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
転
車
利
用
者
と
自
動
車
運
転

者
双
方
の
視
点
か
ら
、改
正
道
路
交
通
法

を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
、参
加
さ
れ
た
皆
様
も
理
解
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後

に
は
、
参

加
者
か
ら

の
質
問
や

交
通
安
全

を
踏
ま
え

た
活
発
な

意
見
交
換

も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

去
る
8
月
4
日（
火
）亀
山
商
工
会
館
に

て
建
設
部
会（
部
会
長 

大
森 

文
男 

氏
）を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
建
設
部
会
員
14
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。初
め
に
、講
師
と

し
て
亀
山
市 

建
設
部 

部
長 

大
西 

明
広 

様
・
上
下
水
道
部 

部
長 

宮
﨑 

伸
二 

様

（
各
担
当
課
長
）を
お
招
き
し
、「
建
設
・
上

下
水
道
事
業
に
お
け
る
、亀
山
市
の
現
状

に
つ
い
て
」と
題
し
、懇
談
会
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、鈴
鹿
亀
山
道

路
の
今
後
予
定
さ
れ
る
工
事
等
の
取
り
組

み
や
、市
内
の
主
要
幹
線
道
路
を
は
じ
め

と
し
た
、各
市
道
の
現
状
や
舗
装
・
修
繕
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、近
年
全
国
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
災

害
や
上
下
水
道
に
関
す
る
事
故
、ま
た
、昨

年
市
内
で
発
生
し
た
赤
水
被
害
な
ど
を
踏

ま
え
、改
め
て
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
、老
朽
化
や
耐
震
化
、

災
害
時
に
お
け
る
対
策
や
管
理
体
制
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

建
設
部
会
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
ご
回
答
い
た
だ
き
、活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
・
意
見
交
換
後
に
行
わ
れ
た
部

会
で
は
、堀
田
副
会
頭
・
大
森
部
会
長
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、令
和
8
年
度
の

部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

令
和
８
年
度 

建
設
部
会
を
開
催

　

毎
年
１
月
・
７
月
の
年
２
回
、企
業
の
景

気
動
向
を
県
下
12
商
工
会
議
所
合
同
で
調

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
同
企
業
の

景
況
を
把
握
し
、当
所
経
営
改
善
普
及
事

業
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
調
査
対
象
】

　

当
所
会
員
企
業
の
中
か
ら
抽
出
し
た
企

業
437
社
に
対
し
回
答
は
125
社
、回
答
率
は

28
・
6
％
。

【
現
状
】

　

令
和
8
年
1
～
6
月
の
業
況
は
、「
良

い
・
や
や
良
い
」が
20
・
0
％（
前
期
13
・

0
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
44
・
0
％

（
前
期
46
・
0
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△
24
・

0（
前
期
△
33
・
0
）で
、前
期
時
と
比
べ
改

善
の
結
果
と
な
っ
た
。業
種
別
の
ＤＩ
値
で

は
、製
造
業
・
建
設
業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
交
通
運
輸
業
で
改
善
が
見
ら
れ
た
。一

方
で
、卸
売
業
・
小
売
業
・
そ
の
他
の
業
種

が
悪
化
し
た
。

【
今
後
の
見
通
し
】

　
「
良
い
・
や
や
良
い
」が
14
・
4
％（
前
期

6
・
0
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
47
・

2
％（
前
期
41
・
0
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△

32
・
8（
前
期
△
35
・
0
）と
、2
・
2
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
た
。現
状
の
ＤＩ
値（
△
24
・
0
）と

今
後
の
ＤＩ
値（
△
32
・
8
）を
比
較
す
る
と
、

8
・
8
ポ
イ
ン
ト
業
況
の
悪
化
を
見
通
し

て
い
る
。業
種
別
で
は
、建
設
業
・
卸
売
業
・

小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
交
通
運
輸
業
が
悪

当
所
地
区
の
小
規
模
企
業
の
景
況

（
令
和
８
年
７
月
調
査
結
果
）

化
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。製
造
業
・
飲
食

業
・
そ
の
他
の
業
種
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見

通
し
と
な
っ
た
。

※
ＤＩ
値
と
は
…

　

景
気
動
向
を
示
す
指
標
で
調
査
時

点
に
お
け
る
企
業
の
経
済
行
動（
強

気
か
弱
気
な
ど
）を
知
る
も
の
で
あ

り
、景
気
動
向
を
判
断
す
る
資
料
と

し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。特
に

言
及
の
な
い
限
り「
増
加
」「
好
転
」し

た
と
す
る
企
業
割
合
か
ら
、「
減
少
」

「
悪
化
」し
た
と
す
る
企
業
割
合
を

差
し
引
い
た
値
で
あ
る
。

経営上困っている問題 前期 今期

売
上
・
受
注
の
停
滞
減
少

製
品
・
商
品
単
価
の
下
落

人
手
不
足

借
入
難

設
備
・
店
舗
の
狭
小
老
朽
化

代
金
回
収
の
悪
化

人
件
費
の
増
加

人
件
費
以
外
の

経
費
の
増
加

原
材
料
高
及
び
不
足

競
争
激
化

人
材
育
成

法
的
規
制
等

過
剰
人
員

税
務
・
経
理
問
題

（％）

立
地
条
件
の
悪
化

50

40

30

20

10

0
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令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
伴
う
事
業
者
の
負
担
軽
減

措
置
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

①�

小
規
模
個
人
事
業
者
に
係
る
税
額
控
除

に
関
す
る
経
過
措
置

◆
３
割
特
例
の
創
設

　

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
免
税
事
業
者
か
ら
課
税

事
業
者
と
な
っ
た
個
人
事
業
者
に
係
る
令

和
９
年
分
・
令
和
10
年
分
の
消
費
税
の
確

定
申
告
に
お
い
て
納
付
税
額
を
売
上
税
額

の
３
割
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
で
す
。

な
お
、現
行
の
２
割
特
例
は
、令
和
８
年
９

月
30
日
ま
で
の
日
の
属
す
る
課
税
期
間
で

終
了
し
ま
す
。

〈
主
な
適
用
要
件
〉

・
個
人
事
業
者
で
あ
る
こ
と

・�

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

　

１
，０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・�

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受

け
て
い
る
こ
と

◆�

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
の
提
出
期

限
の
特
例
の
見
直
し

　

２
割
特
例
や
３
割
特
例
の
適
用
を
受
け

た
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
が
、そ
の
適

用
を
受
け
た
課
税
期
間
の
翌
課
税
期
間

に
係
る
確
定
申
告
期
限
ま
で
に
、簡
易
課

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
８
年
８
月
21
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
制
度
選
択
届
出
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、

そ
の
翌
課
税
期
間
か
ら
簡
易
課
税
制
度
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
下
記
図
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②�

課
税
仕
入
れ
に
係
る
税
額
控
除
に
関
す

る
経
過
措
置
の
改
正

◆
控
除
可
能
割
合
等
の
見
直
し

　
（
７
・
５
・
３
割
控
除
）

　

免
税
事
業
者
な
ど
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
以
外
の
者
か
ら
行
っ
た
課
税
仕
入
れ

に
つ
き
、そ
の
一
定
割
合
を
控
除
で
き
る

経
過
措
置
に
つ
い
て
、適
用
期
限
を
２
年

間
延
長
し
た
上
で
、左
記
表
の
と
お
り
控

除
可
能
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

※�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
詳
細
は
左
記
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

特
設
サ
イ
ト
】

　

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
す
べ
て
の
事

業
主
に
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ス
ハ
ラ
は「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」の
略
で
、顧
客
や
取
引
先
か
ら
従
業

員
に
対
し
て
行
わ
れ
る
不
当
な
言
動
や
過

剰
な
要
求
を
指
し
ま
す
。な
お
、正
当
な
ク

レ
ー
ム
や
合
理
的
な
指
摘
は
含
ま
れ
ず
、

以
下
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
対
象
で
す
。

・
要
求
内
容
が
不
相
当
な
場
合

・�

言
動
の
態
様
が
不
相
当
で
従
業
員
の
就

業
環
境
に
支
障
を
与
え
る
場
合

・�

対
面
だ
け
で
な
く
電
話
、メ
ー
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
行
為
も
含
ま
れ

る
〈
企
業
が
講
じ
る
べ
き
具
体
的
措
置
〉

◆�

事
業
主
の
方
針
等
の
明
確
化
及
び
そ
の

周
知
・
啓
発

◆
相
談
体
制
の
整
備

◆
事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

◆�

対
応
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必

要
な
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
抑

止
の
た
め
の
措
置

◆
そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ
き
措
置

※
詳
細
は
左
記
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
三
重
県
カ
スハ
ラ
防
止
対
策
】

【
厚
労
省
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】

期　　間 控除可能
割合

～令和８年９月30日まで 80％

令和８年10月１日～
令和10年９月30日まで 70％

令和10年10月１日～
令和12年９月30日まで 50％

令和12年10月１日～
令和13年９月30日まで 30％

個人事業者 2割特例 3割特例 3割特例 3割特例適用不可

法人
（例：12月決算） 2割特例 3割特例・2割特例

適用不可

令和11年分令和10年分令和9年分令和8年分

令和9年12月期消費税の確定申告期限（令和
10年2月29日）までに、簡易課税選択届出書
を提出することで、簡易課税を適用可能

令和11年分消費税の確定申告期限（令和
12年4月1日）までに、簡易課税選択届出書
を提出することで、簡易課税を適用可能

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の

義
務
化
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

経
過
措
置
の
見
直
し
に
つ
い
て
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７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
7
月
22
日（
水
）亀
山
商
工
会
館
に

て
、7
月
例
会
を
ト
レ
ジ
ャ
ー
委
員
会（
委

員
長 

渡
邊 

宝
）の
担
当
で
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
青
年
部
会
員
と
粉
蝶
会
会
員

合
わ
せ
て
、37
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、講
師
に
三
重
県
議

会
議
員 

長
田 

た
か
ひ
さ 

様
を
お
招
き
し

て
、「
亀
山
リ
ニ
ア
構
想
の
現
状
と
今
後
の

展
望
」を
テ
ー
マ
に
講
師
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
や
、亀
山
商
工
会
議
所
と

の
つ
な
が
り
な
ど
、貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
が
亀
山
市

に
お
い
て
も
、

新
た
な
可
能

性
を
も
た
ら

す
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
中

で
、亀
山
Ｙ
Ｅ

Ｇ
と
し
て
、ど

の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し

て
い
く
べ
き

か
を
考
え
る
、

有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま

し
た
。 青

年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
へ
の

参
加
と
美
化
清
掃
活
動
を
実
施

　

去
る
８
月
22
日（
土
）に
第
33
回
亀
山
市

関
宿
納
涼
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、女
性

部
は
昨
年
に
引
き
続
き
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
花
火
大
会
へ
の
協
力
を
実
施
す
る
と

と
も
に
女
性
部
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
に

会
場
入
口
で
の

チ
ケ
ッ
ト
受
付

や
入
場
整
理
な

ど
の
協
力
を

行
っ
た
ほ
か
、

女
性
部
バ
ザ
ー

で
は
飲
み
物
の

販
売
と
お
菓
子

や
お
つ
ま
み
の

す
く
い
取
り
を

行
い
、た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
店
い

た
だ
き
ま
し
た
。最
後
は
参
加
し
た
会
員

で
夜
空
を
彩
る
花
火
を
観
覧
し
、会
員
同

士
の
交
流
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
花
火
大
会

翌
日
に
は
毎
年
実

施
し
て
い
る
会
場

周
辺
の
美
化
清
掃

活
動
を
行
い
、地

域
貢
献
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

4　60×82（カラー）しんぽくん・みらいちゃん
QRモノクロ

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

みえ　みらい ちゃん みえ　しんぽ くん

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

4日（金）
8日（火）
14日（月）
15日（火）
25日（金）

4日（日）
12日（月）
13日（火）
14日（水）

18日（日）

9月

10月

常議員会
女性部会員交流事業
青年部役員会
青年部9月例会
亀山市創業プレセミナー

創業スクール
創業スクール
青年部役員会
AI活用セミナー
記帳継続指導
創業スクール

9,000万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験
【第174回日商簿記検定のご案内】
・試 験 日　令和８年11月15日(日）
・試験時間　１級、３級 　９：00～
　　　　　　２級　　　　13：30～
・試験会場　亀山商工会館
・受 験 料　１級　8,800円　２級 5,500円
　　　　　　３級　3,300円　
・申込期間　９月28日(月)～10月19日(月）

お問合せ先 亀山商工会議所 ℡ 0595-82-1331
受 付 時 間 ８:30～ 17:00（土日祝除く）
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